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＜ご注意＞
本資料に含まれる予想に関する記載は、現時点における情報に基づき判断したものであり、今後、日本及び世界の経済動向、新たな技術開発の進展により変動することがあります。
従って、当社としては、その正確性を保証するものではありません。



Contents

2

1｜2026年3月期第1四半期 決算概要

2｜2026年3月期第1四半期 セグメント別業績

3｜2026年3月期 業績予想

4｜APPENDIX(参考情報）

P 3

P 5

P 6

P 7



2026年3月期第1四半期業績の概況
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2025/3期1Q 2026/3期1Q
増減額 前期比

（ご参考）

期初予想 進捗率（単位：百万円） 率 率

売上高 13,911 ー 14,555 ー 643 +4.6% 70,000 20.8%

売上原価 7,767 55.8% 7,962 54.7% 194 +2.5% ー ー

売上総利益 6,143 44.2% 6,592 45.3% 448 +7.3% ー ー

販売費及び
一般管理費 5,147 37.0% 5,260 36.1% 113 +2.2% ー ー

営業利益 996 7.2% 1,332 9.2% 335 +33.6% 9,500 14.0%

経常利益 1,148 8.3% 1,432 9.8% 284 +24.8% 9,400 15.2%

税引き前利益 1,147 8.3% 1,429 9.8% 282 +24.6% ー ー

親会社株主に
帰属する
四半期純利益

323 2.3% 795 5.5% 472 +146.4% 6,500 12.2%

EPS（円） 11.75 ー 29.08 ー 17.33 ー 237.45 ー

2026年3月期1Qサマリー

• 半導体関連事業は、受注残の納期対応と新製品開発への継続的な投資により増収減益

• 計測・計量機器事業は、計量機器およびDSP機器の需要が堅調に推移し増収増益

• 医療・健康機器事業は、市場シェア維持に伴うコスト増加に加え米国における関税の影響も重なり減益

前年同期比 増収増益を継続、計測・計量機器事業が貢献

146億円

前年同期比

+4.6%

売上高

13億円

営業利益

前年同期比

+33.6%



四半期別売上高・営業利益の推移

第1四半期会計期間において売上高、営業利益ともに過去最高を更新
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（単位：百万円）

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期
予想

51,736 59,028 61,955 67,083 70,000

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期
予想

5,496 7,475 7,955 8,813 9,500

売上高 営業利益

11,541 11,981 13,387 13,911 14,555 
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2,759 
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セグメント別業績
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※1：セグメント別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額（25/3期1Q -687百万円、26/3期1Q -338百万円）は含まれておりません。
※2：当社グループは原則として見込生産を行っておりますが、一部受注生産を行っている製品があり、当受注残高は受注生産品の実績となります。

• 足元の需要に一服感が見られ、受注残の消化が中心

となる局面に移行

• 次世代装置等の新製品開発に伴うコスト増加が利益

に影響

半導体関連事業

• 顧客や地域ごとの需要格差が拡大傾向にあるなか、

売上は前年並みの水準で推移

• 欧州での市場シェア維持に伴うコストや米国の関税

によるコストなどが増加し利益に影響

医療・健康機器事業

（単位：百万円） 25/3期 1Q 26/3期 1Q 前年同期比

売上高 2,731 2,888 +5.8%

営業利益※1 1,071 1,004 -6.2%

受注残高※2 11,373 7,523 -33.9%

（単位：百万円） 25/3期 1Q 26/3期 1Q 前年同期比

売上高 5,408 5,436 +0.5%

医療機器 1,087 1,011 -7.0%

健康機器 4,321 4,425 +2.4%

営業利益※1 661 608 -8.0%

受注残高※2 532 469 -11.8%

• 日本では、計量機器の特需などが寄与し増収、利益

率改善の取り組みも引き続き奏功

• 米州での計量機器・DSP機器の需要増や中国での計

量機器の販売伸長により増収、営業利益も黒字転換

計測・計量機器事業 （単位：百万円） 25/3期 1Q 26/3期 1Q 前年同期比

売上高 5,771 6,229 +7.9%

計量機器 4,750 5,030 +5.9%

DSP機器 1,021 1,199 +17.4%

営業利益※1 -49 56 ‐

受注残高※2 7,131 6,780 -4.9%



2026年3月期 通期業績予想
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売上高前期比＋4.3%、営業利益前期比＋7.8%の増収増益を見込む

米国関税政策の影響については、米国経済や需要動向を注視しつつ適切に対応

（単位：百万円）

2025/3期
実績

2026/3期
予想

増減率

売上高 67,083 70,000 +4.3%

営業利益 8,813 9,500 +7.8%

経常利益 8,954 9,400 +5.0%

親会社株主に
帰属する
当期純利益

6,468 6,500 +0.5%

１株当たり
当期純利益（円） 235.63 237.45 ー

事業環境

引き続きAI関連の半導体を中心として中長

期的に市場が拡大していく見込み、新たな

需要の高まりに合わせ、次世代装置等の新

製品開発を着実に進める

半導体関連事業

医療DXの進展や世界的な高齢化社会の流

れのなかで、中長期的な需要増が見込まれ

ることから、グローバルでの市場カバレッ

ジおよび重点地域での販売拡大に取り組む

医療・健康機器事業

カーボンニュートラルに向けた世界的な取

り組みやデジタル化の進展により、開発投

資や生産設備投資は継続

特定の市場に向けた新製品開発を進める

計測・計量機器事業

想定為替レート：1米ドル140.00円、1露ルーブル1.60円



（参考）セグメント別業績 詳細
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※1：セグメント別の営業利益には、全社費用およびセグメント間の取引調整額（25/3期1Q -687百万円、26/3期1Q -338百万円）は含まれておりません。

（単位：百万円） 25/3期 1Q 26/3期 1Q 前年同期比

売上高 2,731 2,888 +5.8%

売上原価 1,078 1,241 +15.1%

販管費 581 642 +10.4%

営業利益※1 1,071 1,004 -6.2%

（単位：百万円） 25/3期 1Q 26/3期 1Q 前年同期比

売上高 5,408 5,436 +0.5%

売上原価 3,068 3,069 +0.0%

販管費 1,678 1,758 +4.8%

営業利益※1 661 608 -8.0%

（単位：百万円） 25/3期 1Q 26/3期 1Q 前年同期比

売上高 5,771 6,229 +7.9%

売上原価 3,360 3,779 +12.5%

販管費 2,459 2,393 -2.7%

営業利益※1 -49 56 -

半導体関連事業

計測・計量機器事業

医療・健康機器事業



持続可能な
社会の実現

わたしたちは、長年培ってきた「はかる」技術を社会に提供する

ことを通じて、科学技術の発展、産業の高度化、人々の健康な

生活に寄与し、豊かで持続的な社会づくりにグローバルに

貢献する企業グループを目指します。

カーボン
ニュートラル

環境

医療

健康長寿
社会

デジタル
社会
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